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平
成
平
成
2929
年
度
定
時
総
会

年
度
定
時
総
会

新 

役 

員 

紹 

介

　

平
成
29
年
６
月
16
日
（
金
）
に
平
成
29
年
度
の
定

時
総
会
が
南
那
須
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
数
１
５
６
名
の
う
ち

１
２
５
名
（
委
任
状
53
名
）
と

多
数
出
席
の
も
と
開
会
し
、
小

森
照
男
理
事
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
続
い
て
那
須
烏
山

市
副
市
長
國
井
豊
様
、
市
議
会

議
長
渡
辺
健
寿
様
、
社
会
福
祉

協
議
会
長
丸
山
眞
一様
の
３
名
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
を
始
め
、
那
須

烏
山
市
を
始
め
と
す
る
関
係
行

政
機
関
、
そ
し
て
各
種
団
体
、

事
業
所
等
に
対
し
、
日
頃
か
ら

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
先
ず
も
って
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
1
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
で
の
ご
活
躍
、大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
き
な
事
故
に
あ
う
こ
と
な
く
年
度
末
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
何
よ
り
の
こ
と
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
4
月
か
ら
合
併
以
来
12

年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
、
現
在
１
６
７
人
の
会
員
を
擁
し
、
多
種
多
様
な
業

務
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
時
折
、
仕
事
の
現
場
を
訪
問
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
会
員
の
方
々
に
は
年
齢
よ

り
も
若
々
し
く
見
え
る
方
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
姿
勢
が
よ
く
、
体
の
動
き
は
き
び
き

び
と
し
て
い
て
、
表
情
豊
か
で
、
声
が
力
強
い
な
ど
の
共

通
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
若
さ
の
源
に
な
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
会
員
が
、
働
く
こ
と

の
喜
び
や
、
高
齢
に
な
っ
て
も
社
会
に
所
属
し
、
貢
献
し

て
い
る
と
い
う
満
足
感
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
い
く
つ
か
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
60
代
の
新
規
会
員
を

増
や
し
、
若
返
り
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
と
も
継

続
し
て
各
種
の
仕
事
の
依
頼
に
応
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
と
お
し
て
健
康
で
若
々

し
く
充
実
し
た
高
齢
期
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

多
く
の
方
々
の
入
会
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
、
皆
様
に
愛
さ
れ
、
信

頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
役
員
、

会
員
、
事
務
局
が
一
丸
と
な
って
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
関
係
各
位

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
鴻
野
山
地
区
の
河
和
俊
氏
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に

つ
い
て
と
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
題
と
な

り
、
新
理
事
12
名
、
監
事
2
名
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
理
事
長
に
は
小
森
照
男
氏
（
白
久
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
親
睦
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
並
び
に
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・

予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

理
事
長　

小
森　

照
男　
﹇
七
合
（
大
桶
・
白
久
）﹈

副
理
事
長　

久
郷　
　

浩　
﹇
南
部
・
曲
畑
﹈

常
務
理
事　

網
野　
　

榮　
﹇
川
井
﹈

理　
　

事　

小
泉　
　

孝　
﹇
七
合（
滝
田・中
山・谷
浅
見
）﹈

　　

〃　
　

仲
山　

勝
司　
﹇
月
次
﹈

　　

〃　
　

髙
木　

積
子　
﹇
志
鳥
﹈

　　

〃　
　

塩
野　

哲
男　
﹇
中
央
Ｂ
﹈

　　

〃　
　

前
沢　

ス
ガ　
﹇
境（
横
枕・小
木
須・大
木
須
）﹈

　　

〃　
　

平
山　
　

榮　
﹇
向
田（
野
上・向
田・落
合
）﹈

　　

〃　
　

菱
沼　

勇
一　
﹇
境
（
上
境
・
下
境
）﹈

　　

〃　
　

神
永　
　

朗　
﹇
旧
烏
山
②
﹈

　　

〃　
　

稲
葉　

節
子　
﹇
健
康
福
祉
課
長
﹈

監　
　

事　

会
津　

兼
久　
﹇
鴻
野
山
﹈

　　

〃　
　

小
川　
　

清　
﹇
旧
烏
山
②
﹈

理
事
長　

小　

森　

照　

男

ご 

挨 

拶
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10
月
21
日
（
土
）、
午
前
中
に
予
定
し
て
い
た
、「
シ

ル
バ
ー
の
日
」
事
業
奉
仕
作
業
が
、
雨
天
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
女
性
会
員
手
作
り
の

と
ん
汁
で
昼
食
を
と
り
、
そ
の
後
、
市
役
所
健
康
福
祉

課
職
員
を
講
師
に
迎
え
、『
い
つ
ま
で
も
健
康
で
働
き

続
け
る
た
め
の
注
意
点
』

と
題
し
て
「
健
康
管
理
講

習
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
60
名
の
皆

さ
ん
は
、
実
際
に
体
を
動

か
し
な
が
ら
熱
心
に
講

演
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

健
康
管
理
講
習
会
を
開
催

親
睦
会
の
活
動
報
告

①
親
睦
旅
行

　

11
月
12
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
月
）
に
、
新
潟
県
寺

泊
方
面
へ
の
親
睦
旅
行
を
参
加
者
27
名
で
実
施
し
ま
し

た
。
初
日
は
西
福
寺
・
開
山
堂
で
幕
末
の
名
匠
石
川
雲

蝶
の
彫
刻
、
絵
画
、
漆
喰
細
工
を
見
学
し
、
最
後
に
錦

鯉
発
祥
の
地
「
小
千
谷
市
錦
鯉
の
里
」
で
錦
鯉
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
二
日
目
は
寺
泊
ア
メ
横
、
道
の
駅
新
潟
ふ

る
さ
と
村
、
北
方
文
化
博
物
館
を
視
察
。
ま
た
、
日
本

一
の
金
物
産
地
の
製
品
を

展
示
販
売
す
る
「
燕
三
条
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を

見
学
し
、
洋
食
器
や
刃
物
な

ど
を
お
土
産
に
買
う
な
ど
、

二
日
間
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

②
新
年
会

　

２
月
２
日
（
金
）
か
ら
３

日
（
土
）
の
一
泊
二
日
の
日

程
で
会
員
親
睦
会
新
年
会

を
福
島
県
須
賀
川
市
の
「
快

晴
の
湯　

芹
沢
温
泉
」
に
お

い
て
、
参
加
者
34
名
で
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。　
　

健
康
福
祉
ま
つ
り
に
参
加

恒
例
「
門
松
作
り
」

技
能
講
習
会
開
催

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
11
月
５
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
健
康
福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
刃
物
研
ぎ
や
小
物
販
売
を
行
い
、
売
上
金

の
一
部
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま

し
た
。
ま
た
、
理
事
が

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活

動
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
セ
ン
タ
ー
会
員
７
人
に
よ
り
門
松
１
２
０

基
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
11
月
中
旬
か
ら
、
市
内
産
の
松

や
竹
、
ワ
ラ
を
使
用
し
作
業
が
始
ま
り
、
約
一
か
月
を

か
け
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
丁

寧
な
作
り
が
評
判
と
な
り
、

年
々
、
市
内
外
か
ら
の
注
文

も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
門
松
は
市
役
所
な
ど

の
公
共
施
設
に
も
寄
贈
し
、

訪
れ
る
市
民
の
皆
様
に
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
21
、
22
日
の
二
日
間
の
日
程
で
、
栃
シ
連
主
催

の
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
」
技
能
講
習
会
が
南
那

須
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
か
ら
は
８
名
が

参
加
し
清
掃
作
業
の
基
礎

知
識
及
び
用
具
・
器
具
取
扱

い
の
実
技
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
12
月
15
日
に
は
「
刈
払

機
安
全
取
扱
」
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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会
員
募
集
中

《
私
の
趣
味
》

編集後記

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す

安
全
適
正
就
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
芸
サ
ー
ク
ル
発
足
し
ま
し
た

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
在
住
で
60

歳
以
上
の
元
気
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
８
７ 

― 

88
― 

７
７
３
１

「
シ
ル
バ
ー
で
活
か
そ
う

　

  　

あ
な
た
の
知
識
と
経
験
」

　

海
釣
り

　

釣
り
を
始
め
て
約
28
年
が
経
過
し
ま

す
。
今
で
も
月
に
２
回
程
度
、
釣
り
仲
間

の
ク
ル
ー
ザ
ー
で
日
立
沖
、
那
珂
湊
沖
、

鹿
島
沖
を
中
心
に
出
か
け
ま
す
。
季
節
に

よ
り
ま
す
が
、
タ
イ
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ

メ
、
ア
イ
ナ
メ
、
時
に
は
ブ
リ
、
カ
ツ
オ

な
ど
の
大
物
を
釣
り
上
げ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
船
酔
い
で
辛
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
大
海
原
で
全
て
を
忘
れ
無
心
に
釣
り

に
打
ち
込
む
こ
と
は
ま
さ
に
爽
快
そ
の

も
の
で
す
。
時
に
は
妻
、
息
子
そ
し
て
孫

も
同
行
し
ま
す
が
、
釣
り
に
興
じ
る
家
族

の
笑
顔
を
見
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
み

で
す
。
家
に
帰
り
、
新
鮮
な
魚
を
酒
の
肴

に
一
杯
は
至
福
の
時
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
市
の
委
託

を
受
け
、
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
準
備
や
調

理
等
の
生
活
支
援
を
行
う
「
い
き
い
き
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
員
が
安
全
に
作
業
を
す
る
た
め
に
、
安
全

保
護
具
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
）
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
現
場
に
行
く
た
め

に
使
う
自
家
用
車
、
軽
ト
ラ
、
バ
イ
ク
等
に
は
、

必
ず
任
意
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
目
的
に

結
成
。
衣
類
の
リ
メ
イ
ク
、
小
物
づ
く
り
な

ど
を
行
い
、
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
す

る
計
画
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
の
卒
業
や
入
学
に
伴
っ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

子
供
た
ち
も
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
大
き
め
の
制
服
を
着
た

新
入
生
が
乗
車
し
て
き
ま
し
た
。
中
学
生
と
は
い
え
中
身

は
ま
だ
幼
さ
が
残
る
小
学
生
。
そ
れ
が
3
年
後
に
は
、
立

派
な
中
学
生
に
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。
姿
・
形
だ
け
で

な
く
、
バ
ス
の
中
で
の
会
話
の
変
化
に
も
そ
の
成
長
ぶ
り

を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
、
や
か
ま
し
い
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、バ
ス
の
中
が
子
供
た
ち
の
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
る
な
ら
ば
、

と
聞
か
な
い
こ
と
に
。
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
、
バ

ス
停
か
ら
学
校
ま
で
を
安
全
に
、
そ
し
て
親
御
さ
ん
に
も
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
運
転
を
毎
日
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

（
広
報
委
員
・
神
永
）

シ
ル
バ
ー
会
員　

形
山 

房
男
（
滝
田
）

お
仕
事
を
頼
む
に
は

お
仕
事
を
頼
む
に
は

お
も
な
作
業
内
容

【
請
負
業
務
】

○
植
木
手
入
れ　

○
草
刈　

○
除
草

○
障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替

○
屋
根
塗
装　

○
立
木
伐
採

○
大
工
仕
事　

○
農
作
業
の
手
伝
い

○
除
草
剤
・
殺
虫
剤
散
布　

○
屋
内
・
屋
外
清
掃　

○
食
事
・
洗
濯
等
の
家
事
手
伝
い　

○
刃
物
研
ぎ　

○
宛
名
・
賞
状
書
き

【
派
遣
業
務
】

○
運
転
業
務　

○
事
業
所
・
工
場
等
の
業
務　

○
保
育
業
務　

○
一
般
事
務

※
こ
の
他
に
も
頼
み
た
い
作
業
・
業
務
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】

※
時
期
に
よ
っ
て
は
混
雑
し
て
い
て
、
す
ぐ

に
作
業
に
入
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
高
齢
者
に
適
さ
な
い
作
業

の
場
合
、
お
引
き
受
け
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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